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暑中お見舞い申し上げます

太陽光パネル

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
機
開
発

近
畿
工
業
が
本
格
販
売
開
始

廃
車
か
ら
の
鉄
ス
ク
ラ

プ
発
生

年
輸
出

万

に
増

鉄スクラップ価格ジリ高
鋼材・ビレット上伸に連動

中
国

シ
レ
ダ

ス
ク
ラ

プ
出
荷

年
ぶ
り
増

万

トヨタ

月
国
内
完
成
車
生
産
計
画

日
当
た
り
.
万
台
強

地
区
の
炉
前

円
高
.
万
円

鉄
源
協

月

週

会
総
時
定東

京
五
輪
な
ど

需
要
増
に
期
待

ビ
テ
イ
会
東
部

防
災
商
品
を

し
か
り
販
売

関
西
あ
ら
ら
ぎ
会

金
属
技
術
室
長

に
木
原
氏
就
任

経
済
産
業
省

―

月
業
績

鋼
板
事
業
の

営
業
益

％
減

破
砕
機
・
選
別
機
メ

カ

大
手
の
近
畿
工
業
（
本
社

神
戸
市
、
和
田
直

哉
社
長
）は
こ
の
ほ
ど
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
設
備
を
開
発
し
、

本
格
販
売
を
開
始
す
る
。
今
後
は
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
や
廃
棄
物
処
理
関
連
企
業

で
の
採
用
を
目
指
す
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
は

年
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
（
再

生
エ
ネ
ル
ギ

の
固
定
価

格
買
い
取
り
制
度
）
導
入

以
降
、個
人
住
宅
の
ほ
か
、

企
業
や
フ

ン
ド
に
よ
る

事
業
化
の
動
き
が
急
速
に

広
が
り
、
需
要
は
爆
発
的

に
増
加
。

年
に
は
寿
命

を
迎
え
る
も
の
だ
け
で
、

国
内
で
年
間

万

枚
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
廃

棄
さ
れ
る
と
の
試
算
も
出

て
い
る
一
方
、
パ
ネ
ル
に

は
鉛
や
セ
レ
ン
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る

た
め
、
適
正
か
つ
効
率
的

な
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
が
求

め
ら
れ
て
い
く
と
み
ら
れ

て
い
る
。

同
社
で
は

年

月
に

市
川
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
（
千
葉
県
市
川
市
）、

リ
サ
イ
ク
ル
テ

ク
・
ジ

パ
ン
（
愛

知
県
名
古
屋

市
）、ネ
ク
ス

ト
エ
ナ
ジ

・
ア
ン
ド
・

リ
ソ

ス

（
長
野
県
駒

ケ
根
市
）
と

の

社
で
合

弁
会
社
「
ア

ル
ツ

ソ

リ

シ

ン
」
を
設
立

す
る
な
ど
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
に
本
格
的
に
着

手
。
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
機

械
の
開
発
も
進
め
て
き

た
。近

畿
工
業
が
開
発
し
た

太
陽
光
パ
ネ
ル
処
理
ラ
イ

ン
は
、
パ
ネ
ル
を
囲
う
ア

ル
ミ
枠
の
解
体
機
と
パ
ネ

ル
ガ
ラ
ス
の
は
く
離
機
で

構
成
。
端
子
ボ

ク
ス
を

取
り
外
し
た
後
、
ア
ル
ミ

枠
解
体
機
へ
投
入
す
る
と

セ
ン
サ

が
ア
ル
ミ
枠
の

位
置
を
自
動
で
感
知
し
、

枚
当
た
り
お
よ
そ

秒
の
ペ

ス
で
ア
ル
ミ

枠
を
分
離
す
る
。

さ
ら
に
ア
ル
ミ
枠
を
外

し
た
パ
ネ
ル
は
ガ
ラ
ス
は

く
離
機
へ
自
動
で
投
入
さ

れ
て
、
ロ

ル
状
の
刃
物

で

―

回
破
砕
処
理
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、

％

―

％
以
上
の
ガ
ラ
ス
を

太
陽
光
パ
ネ
ル
に
使
用
さ

れ
て
い
る
セ
ル
シ

ト
か

ら
は
く
離
で
き
る
。

ア
ル
ミ
解
体
機
と
ガ
ラ

ス
は
く
離
機
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
処
理
設
備
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
は
す
で
に
金
属
リ

サ
イ
ク
ル
業
界
な
ど
引
き

合
い
が
出
て
お
り
、
同
社

主
力
工
場
の
三
木
工
場
内

に
設
置
す
る
テ
ス
ト
棟
に

デ
モ
機
を
設
置
。
順
次
、

デ
モ
機
の
見
学
な
ど
の
受

け
入
れ
も
進
め
て
い
く
と

い
う
。

近
畿
工
業
は

年
に
兵

庫
県
加
古
川
市
で
創
業
。

発
売
開
始
か
ら

年
で

台
以
上
の
販
売
実

績
を
持
つ
二
軸
剪
断
式
破

砕
機
で
は
国
内
ト

プ
シ

ア
を
誇
る
。

年
に
は

本
社
工
場
内
に
研
究
施
設

「
近
畿
メ
カ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

研
究
所
」
を
開
設
し
、
廃

棄
物
に
含
ま
れ
る
有
価
物

質
の
回
収
効
率
化
、
先
進

技
術
の
開
発
を
推
進
す
る

な
ど
、
新
製
品
・
新
技
術

の
開
発
に
注
力
し
て
い

る
。

年
に
は
業
界
初
と
な

る
工
業
系
雑
品
処
理
に
特

化
し
た
「
ス

パ

シ

レ

ダ

」
や
昨
年
夏
に

は
自
動
車
電
装
用
モ

タ

（
ワ
イ
パ

モ

タ

や
パ
ワ

ウ

ン
ド
ウ
モ

タ

な
ど
）、小
型
工
業

用
雑
品
、
小
型
家
電
、
家

電

品
目
、
不
燃
粗
大
ゴ

ミ
な
ど
幅
広
い
品
目
を
処

理
対
象
物
と
し
た
「
Ｖ
―

Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」
の
販
売

を
開
始
し
た
。

日
本
鉄
源
協
会
は
『
ク

タ
リ

て
つ
げ
ん
』

（
Ｖ
ｏ
ｌ

）
に
掲
載

し
た
特
集
記
事
に
お
い

て
、

年
の
使
用

済
み
自
動
車
か
ら
の
鉄
ス

ク
ラ

プ
発
生
量
（
中
古

車
と
し
て
輸
出
さ
れ
る
分

を
含
む
）
を
前
年
比

万

増
の

万

と
推

計
し
た
。
国
内
解
体
処
理

で
発
生
し
た
鉄
ス
ク
ラ

プ
発
生
量
は
同

万

増

の

万

で
、
こ
の

内
訳
は
シ

レ

ダ

処

理
が
同

万

増
の

万

、
プ
レ
ス
処
理
は

同

減
の

万

と
し
て
い
る
。

使
用
済
み
自
動
車
の
国

内
解
体
処
理
に
よ
る
鉄
ス

ク
ラ

プ
発
生
量
を

台

当
た
り

、
Ａ

Ｓ
Ｒ
（
シ

レ

ダ

処

理
）
の
比
率
を
前
年
度
比

・

上
昇
の

・

％
と
推
計
し
た
。

使
用
済
み
自
動
車
の
発

生
台
数
は
、

年
末
保
有

台
数
と

年
新
車
販
売
台

数
の
合
計
か
ら

年
末
保

有
台
数
を
引
い
て
、
前
年

比

万
台
増
の

万

台
と
推
計
。
輸
出
抹
消
登

録

万
台
を
除
い
て

国
内
解
体
台
数
は
同

万

台
増
の

万
台
と

し
、
シ

レ

ダ

処
理

が
同

万
台
増
の

万
台
、
プ
レ
ス
処
理
は
同

横
ば
い
の

万
台
と
し

た
。

【
上
海
支
局
】
中
国
の

鉄
ス
ク
ラ

プ
価
格
が
ジ

リ
ジ
リ
と
上
が

て
き

た
。「
全
国
的
に
猛
暑
や
暴

風
雨
が
続
き
、
鉄
ス
ク
ラ

プ
の
加
工
処
理
や
配
送

が
影
響
を
受
け
て
い
る
」

（
中
国
廃
鋼
鉄
応
用
協

会
）。鋼
材
や
ビ
レ

ト
の

価
格
上
昇
に
も
連
動
し
当

面
、
強
い
基
調
が
続
き
そ

う
だ
。

同
協
会
に
よ
る
主
要
鉄

鋼

社
の
重
型
鉄
ス
ク
ラ

プ
平
均
購
入
価
格
は

日
に
ト
ン

元

（
約

万
円
）
と
前
週
比

元
、

・

％
高
。
低

級
の
統
料
屑
は

元
と
同

元
、

・

％

高
で
そ
れ
ぞ
れ

週
連
続

上
が

た
。
興
澄
特
鋼

元
高
、
方
大
特
鋼

元
高
と
主
に
特
殊
鋼

企
業
が
購
入
価
格
を
上
げ

た
。
宝
山
鋼
鉄
は

週
連

続
、
沙
鋼
は

週
連
続
据

え
置
い
た
。

粗
鋼
生
産
が
過
去
最
高

の
ペ

ス
を
維
持
し
、
製

鉄
所
の
鉄
ス
ク
ラ

プ
需

要
は
旺
盛
な
ま
ま
。
鋼
材

市
況
が
上
が

た
こ
と
で

収
益
が
増
え
、
付
加
価
値

の
高
い
特
殊
鋼
企
業
ほ
ど

原
料
購
入
価
格
の
上
げ
余

地
が
広
が

て
い
る
よ
う

だ
。

日
本
鉄
源
協
会
は
『
ク

タ
リ

て
つ
げ
ん
』

（
Ｖ
ｏ
ｌ

）
に
掲
載

し
た
特
集
記
事
に
お
い

て
、

年
の
シ

レ

ダ

ス
ク
ラ

プ
出

荷
量
は
前
年
比

・

％

増
の

万

と

年
ぶ
り
に
前
年
比

プ
ラ
ス
と
な

た
。
こ
の

う
ち
国
内
出
荷
量
は
同

・

％
増
の

万

で

年
ぶ
り
増

加
。一

方
、
輸
出
量
は
同

・

％
減
の

万

で
出
荷
量
全
体
の
約

割
を
占
め
て
い
る
。
鉄

ス
ク
ラ

プ
輸
出
全
体
に

占
め
る
シ

レ

ダ

ス

ク
ラ

プ
の
シ

ア
は

・

％
と
な
り
、
前
年
比

・

下
落
。

国
別
輸
出
量
は
、
最
大

の
仕
向
け
先
で
あ
る
韓
国

が

万

と
、

輸
出
全
体
に
占
め
る
シ

ア
は

・

％
。
ま
た
台

湾
を
は
じ
め
、
タ
イ
や
マ

レ

シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
な
ど
は
ヘ
ビ

ス
ク
ラ

プ
に
比
べ
て
、
輸
出
全

体
に
占
め
る
シ

レ

ダ

ス
ク
ラ

プ
比
率
が
高

い
。
シ

レ

ダ

ス
ク

ラ

プ
の
輸
出
単
価
は
前

年
比

円
高
の
ト

ン

万

円
と
な

た
。一

方
、
シ

レ

ダ

ス
ク
ラ

プ
の
地
域
別
出

荷
量
（
国
内
出
荷
量
と
輸

出
量
の
合
計
）
で
は
関
東

（

万

、
シ

ア

・

％
）、と
九
州

（

万

、
同

・

％
）、東
海
（

万

、
同

・

％
）
が
多

い
。
こ
れ
に
東
北
（

万

、
同

・

％
）、近
畿
（

万

、
同

・

％
）、北

海
道（

万

、

同

％
）、中
四
国
（

万

、
同

・

％
）、北
陸
（

万

、
同

・

％
）
と

続
く
。
た
だ
、
輸
出
量
に

関
し
て
は
東
北
が

万

で
輸
出
全
体
に

占
め
る
シ

ア
は

・

％
、
北
海
道
は

万

で
同

・

％
と

圧
倒
的
に
多
い
。

【
名
古
屋
】
関
係
筋
に

よ
る
と
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

の

年

月
の
国

内
完
成
車
生
産
計
画
は
、

日
当
た
り

万

台
強
の
水
準
と
な

た
も

よ
う
だ
。

―

月
の
四

半
期
と
し
て
も

―

月

期
の
高
水
準
な
生
産
か
ら

は
低
下
す
る
見
通
し
。
た

だ
、
当
初
の
年
間
計
画
に

沿

た
動
き
と
な

て
お

り
、

月
の
生
産
は
当
初

計
画
比

％
程
度
、
上
回

る
水
準
。
加
え
て
、

年

―

月
期
は
極
め
て
高

水
準
な
生
産
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
年
度
を
通

し
て
は
好
調
な
生
産
と
な

る
見
通
し
だ
。

ト
ヨ
タ
か
ら
部
品
メ

カ

な
ど
に
提
示
さ
れ
た

計
画
で
は
、

月
は

日

稼
働
で
月
間

万
台
半
ば

の
水
準
。

月
は

日
稼

働
で
月
間

万
台
後
半

（
日
当
た
り

万

台
強
）、
月
は

日
稼

働
で
月
間

万
台
半
ば

（
同

万

台
弱
）

の
水
準
と
、

カ
月
と
も

前
月
の
内
示
か
ら
日
当
た

り

台
ほ
ど
の
微
減

と
な

た
も
よ
う
。

―

月
の
生
産
計
画

は
ク
ラ
ウ
ン
や
Ｒ
Ａ
Ｖ

と
い

た
新
型
車
種
の
生

産
増
が
寄
与
し
、
日
当
た

り

万

―

万

台
の
高
い
水
準

と
な
り
、
当
初
の
年
間
計

画
に
対
し
て
も
数
％
上
回

て
推
移
す
る
見
通
し
。

「
商
慣
習
の
改
善
に
力
を

注
い
で
お
り
、
棒
鋼
販
売
部

長
と
し
て
山
崎
晃
生
・
常
務

執
行
役
員
を
補
佐
す
る
。
東

京
営
業
所
長
と
し
て
は
明
る

い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

る
。
関
西
勤
務
か
ら
上
京
し

て

年
が
経
ち
、
営
業
所
ス

タ

フ
で
は
古
株
に
な
る
。

年
の
大
阪
製
造

所
第
二
高
炉
休
止
で
は
労
政

担
当
と
し
て
現
場
ス
タ

フ

の
早
期
退
職
、
配
置
転
換
に

携
わ

た
苦
労
人
。「
義
理
人

情
に
厚
い
」
性
格
で
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
き
た
。

東
京
営
業
所
は
棒
鋼
販
売

部（

室

グ
ル

プ
）と
、

形
鋼
販
売
グ
ル

プ
、
線
材

販
売
グ
ル

プ
、
東
京
構
造

用
鋼
販
売
グ
ル

プ
、
総
務

グ
ル

プ
で
構
成
さ
れ
、
従

業
員
は
約

人
。「
品
種
を
問

わ
ず
、
最
大
の
需
要
地
で
あ

る
首
都
圏
を
カ
バ

す
る
の

が
役
割
。
鉄
筋
棒
鋼
を
は
じ

め
、
Ｈ
形
鋼
や
一
般
形
鋼
、

線
材
、
構
造
用
鋼
の
拡
販
に

も
努
め
る
。
鉄
筋
棒
鋼
事
業

は

年
度
で
黒
字
化
を
目
指

す
」
と
意
気
込
む
。

一
方
、
人
手
不
足
の
影
響

を
受
け
て
お
り
、「
特
に
鉄
筋

営
業
で
ス
タ

フ
の
負
担
が

重
く
な

て
い
る
。
人
員
を

増
強
す
る
と
と
も
に
、
商
社

と
連
携
す
る
こ
と
で
メ

カ

と
し
て
の
業
務
効
率
を
高

め
て
い
く
」
こ
と
を
検
討
課

題
に
挙
げ
る
。

（
濱
坂

浩
司
）

▽
岡
本
宏
之
（
お
か
も
と

・
ひ
ろ
ゆ
き
）
氏

年
日
本
大
学
文
理
学
部
体

育
学
科
卒
業
。

年
合
同
製

鉄
入
社
。
機
械
式
鉄
筋
継
手

を
含
め
た
鉄
筋
棒
鋼
営
業
、

大
阪
製
造
所
を
中
心
と
す
る

労
政
に
長
く
従
事
。

年
棒

鋼
販
売
部
部
長
、

年
棒
鋼

販
売
室
長
、

年
棒
鋼
販
売

部
長
兼
棒
鋼
販
売
室
長
を
経

て
、

年

月

日
付
で
参

与
棒
鋼
販
売
部
長
兼
東
京
営

業
所
長
に
就
任
。

父
・
故
岡
本
正
明
氏
は
大

阪
製
鋼
（
現
・
合
同
製
鉄
）

の
取
締
役
労
務
部
長
、
合
同

製
鉄
取
締
役
販
売
部
長
、
合

鉄
商
事
社
長
を
歴
任
。
親
子

二
代
で
合
同
製
鉄
に
務
め
る

筋
金
入
り
の
鉄
鋼
マ
ン
で
あ

り
、「
鉄
に
育
て
て
も
ら

た
」
と
感
慨
深
い
。

中
高
大
で
サ

カ

に
熱

中
し
、
イ
ン
タ

ハ
イ
や
国

体
へ
の
出
場
経
験
も
。
ポ
ジ

シ

ン
は
Ｍ
Ｆ
。
そ
の
経
験

を
踏
ま
え
、
日
大
卒
業
後
は

体
育
教
師
と
し
て
教
鞭
を
取

て
い
た
が
、
父
の
誘
い
で

鉄
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ

た
と
い
う
。

趣
味
は
温
泉
旅
行
で
、
静

岡
・
東
伊
豆
町
の
北
川
温
泉

が
お
す
す
め
と
か
。
ス
ポ

ツ
観
戦
も
好
き
で
、
野
球
は

根

か
ら
の
タ
イ
ガ

ス
フ

ン
。
書
道
を
た
し
な
み
、

毎
年
の
年
賀
状
は
毛
筆
・
手

書
き
を
貫
く
。
好
き
な
言
葉

は
「
以
和
為
貴
」
。
年

月

日
生
ま
れ
、
奈
良
県
出

身
。

日
本
鉄
源
協
会
の
鉄
ス

ク
ラ

プ
市
況
調
査
に
よ

る
と
、

年

月

第

週
の
関
東
、
中
部
、

関
西
の

地
区
電
炉
メ

カ

炉
前
価
格
（
Ｈ

）

は
平
均
ト
ン

万

円
で
、
前
週
比

円
高

と
な

た
。

関
東
は
ト
ン

万

円
で
前
週
比

円
高
、
中
部
は
同

万

円
で
同
横
ば
い
、

関
西
は
同

万

円
と
同
横
ば
い
と
な

た
。

日
鉄
住
金
建
材
の
ビ
テ

イ
商
品
（
仮
設
足
場
）
販

売
組
織
、
ビ
テ
イ
会
東
部

支
部
（
支
部
長

関
山
正

勝
・
日
建
リ

ス
工
業
社

長
）
は

日
、
東
京
都
江

東
区
の
ホ
テ
ル
イ

ス
ト

東
京
で
総
会
を
開
催

し
、約

人
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
武
藤
裕
之
・
ビ

テ
イ
会
会
長
（
日
鉄
住
金

建
材
執
行
役
員
・
仮
設
商

品
事
業
部
門
長
）
が
今
年

度
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

首
都
圏
の
再
開
発
や
大
型

物
流
施
設
、
東
京
オ
リ
ン

ピ

ク
の
関
連
工
事
が
佳

境
に
入
り
「
秋
口
以
降
は

非
常
に
忙
し
く
な

て
く

る
」
と
先
々
の
需
要
増
に

期
待
感
を
示
し
、
メ

カ

の
立
場
と
し
て
は
「
保

有
機
材
を
よ
り
安
全
に
使

う
た
め
の
方
策
の
提
供
、

そ
れ
に
代
わ
る
機
材
の
供

給
な
ど
に
向
け
、
皆
様
と

と
も
に
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
関
山
支
部
長
が

マ

ケ

ト
状
況
に
触
れ

「
建
設
市
場
は
首
都
圏
の

再
開
発
な
ど
が
盛
ん
で
、

業
界
と
し
て
の
業
績
は
好

調
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
。
総
会
後
の
研
修
会
で

は
「
第
三
創
業
の
時
代

成
熟
を
打
破
し
、
持
続
的

に
発
展
す
る
企
業
を
構
築

す
る

」
と
題
し
て
講
演

も
実
施
し
た
。

そ
の
後
の
商
品
説
明
で

は
日
鉄
住
金
建
材
の
横
山

博
之
・
ビ
テ
イ
商
品
部
ビ

テ
イ
商
品
技
術
室
長
が
高

所
作
業
台
「
ア

プ
ス
タ

型
」
な
ど
の
紹
介
を

行

た
。

関
西
あ
ら
ら
ぎ
会
は

日
、
大
阪
市
内
の
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
大
阪
で

年
度
の
総
会
を

開
催
し
加
盟
企
業
な
ど
約

人
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
笠
浪
正
員
・
笠

浪
社
長
が
「
日
鉄
住
金
建

材
さ
ん
は
防
災
商
品
を
多

く
そ
ろ
え
て
い
る
。
わ
れ

わ
れ
、
関
西
あ
ら
ら
ぎ
会

の
メ
ン
バ

も
メ

カ

さ
ん
と
一
緒
に
な

て
、

防
災
商
品
を
し

か
り
と

販
売
し
て
い
き
た
い
と
思

て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。
総
会
で
は
金
剛
機

工
の
新
規
加
盟
の
報
告
が

行
わ
れ
、

年
度
の
優
秀

販
売
特
約
店
に
感
謝
状
を

贈
呈
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
、

中
川
智
章
・
日
鉄
住
金
建

材
社
長
が
「
先
々
を
見
る

と
、
土
木
需
要
は
フ

ロ

の
風
が
吹
い
て
い

る
。
九
州
北
部
の
災
害
で

流
木
に
よ
る
被
害
が
出
た

が
、
こ
う
し
た
流
木
対
策

に
は
当
社
の
ス
リ

ト
ダ

ム
が
有
効
で
あ
る
と
評
価

さ
れ
、
今
後
は
こ
う
し
た

防
災
対
策
商
品
に
力
を
入

れ
て
い
く
。
一
方
、
交
通

事
故
撲
滅
か
ら
、
暫
定
二

車
線
の
中
央
分
離
帯
の
ワ

イ
ヤ
ロ

プ
の
防
護
柵
の

設
置
が
こ
の

年
間
で

が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
こ
う
し
た
道
路

対
策
も
強
化
し
て
い
く
。

東
京
オ
リ
ン
ピ

ク
後
に

日
本
経
済
を
牽
引
す
る
の

は
関
西
だ
と
思

て
お

り
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
そ
の
需
要
を
捕
捉
し

て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

続
い
て
、
松
野
正
人
・
新

日
鉄
住
金
常
務
執
行
役
員

大
阪
支
社
長
が
来
賓
の
あ

い
さ
つ
を
行

た
。

経
済
産
業
省
製
造
産
業

局
金
属
課
金
属
技
術
室
長

に
木
原
栄
治
・
復
興
庁
統

括
官
付
企
画
調
査
官
が

日
付
で
就
い
た
。
坂
元
耕

三
前
室
長
の
異
動
後
は
室

長
を
金
属
課
長
が
兼
任
し

て
い
た
。

経
済
産
業
省
は

日
、

局
長
な
ど
の
幹
部
人
事
を

発
令
し
た
。
大
臣
官
房
審

議
官（
製
造
産
業
局
担
当
）

に
広
瀬
直
・
内
閣
官
房
日

本
経
済
再
生
総
合
事
務
局

次
長
が
就
い
た
。
及
川
洋

大
臣
官
房
審
議
官
（
製
造

産
業
局
担
当
）
は
大
臣
官

房
付
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ

庁
資
源
・
燃
料
部
石
炭
課

長
に
吉
岡
正
嗣
・
内
閣
官

房
人
生

年
時
代
構

想
推
進
室
参
事
官
が
就
い

た
。
江
澤
正
名
・
石
炭
課

長
は

月

日
付
で
異
動

先
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ

庁

省
エ
ネ
ル
ギ

・
新
エ
ネ

ル
ギ

部
新
エ
ネ
ル
ギ

シ
ス
テ
ム
課
長
を
兼
任
し

て
い
た
。

東
洋
鋼
鈑

主
力
の
鋼

板
事
業
は
車
載
用
電
池
用

途
の
販
売
減
で
電
気
・
電

子
部
品
向
け
が
減
収
と
な

り
、
売
上
高
が
前
年
同
期

比

・

％
減
、
営
業
利

益
が

・

％
減
。
機
能

材
料
事
業
は
磁
気
デ

ス

ク
用
ア
ル
ミ
基
板
、
光
学

用
機
能
フ

ル
ム
と
も
に

増
収
で
、
売
上
高
が

・

％
増
、
営
業
利
益
が

・

％
増
。
機
械
事

業
は
自
動
車
用
プ
レ
ス
金

型
の
出
荷
ず
れ
込
み
に
よ

る
減
収
で
、
売
上
高
が

・

％
減
と
な

た
が
、

営
業
利
益
が
黒
字
転
換
し

た
。

伊
藤
忠
丸
紅
鉄
鋼

（

月

日
付
）

《
Ｃ
Ｓ
Ｏ
》

▽
事
業
総
括
部
サ

ビ
ス
セ

ン
タ

事
業
チ

ム
長
（
伊
藤

忠
丸
紅
鋼
鉄
貿
易
〈
上
海
〉
董

事
兼
副
総
経
理
兼
伊
藤
忠
丸
紅

鋼
鉄
貿
易
〈
北
京
〉
董
事
兼
総

経
理
）
藤
村
賢
治

《
海
外
》

▽
伊
藤
忠
丸
紅
鋼
鉄
貿
易

〈
上
海
〉
董
事
兼
副
総
経
理
兼

伊
藤
忠
丸
紅
鋼
鉄
貿
易〈
北
京
〉

董
事
兼
総
経
理
（
事
業
総
括
部

サ

ビ
ス
セ
ン
タ

事
業
チ

ム
長
）
小
林
岳
人

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事

（

月

日
付
）

■
管
理
職

▽
タ
イ
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
会
社
出

向
〈
レ
ム
チ

バ
ン
支
店
〉（
名

古
屋
自
動
車
鋼
材
部
岡
山
営
業

所
長
）
佐
藤
友
秀

▽
名
古
屋
自
動
車
鋼
材
部
岡

山
営
業
所
長
（
〃
第
二
自
動
車

鋼
材
室
〈
浜
松
駐
在
〉）荒
木
宏

太
郎▽

Ｉ
Ｔ
企
画
部
Ｉ
Ｔ
戦
略
企

画
室
（
化
学
品
・
産
業
資
材
部

化
学
品
室
）
杉
本
大
輔

▽
名
古
屋
自
動
車
鋼
材
部
第

二
自
動
車
鋼
材
室〈
浜
松
駐
在
〉

（
名
古
屋
自
動
車
鋼
材
部
第
一

自
動
車
鋼
材
室
）
野
本
国
男

▽
資
機
材
部
資
機
材
室
（
薄

板
部
第
二
薄
板
室
）
一
ノ
瀬
公

孝

中段は前年同期、下段は通期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益
東洋鋼鈑

― ― ― ―

商
慣
習
の
改
善
に
注
力

岡本 宏之氏
合同製鉄・東京営業所

ア
ル
ミ
枠
解
体
機
㊤
と

ガ
ラ
ス
は
く
離
機

関
山
支
部
長

笠
浪
会
長


